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伊豆･小笠原弧北部,明神海丘潜航調査報告(#555)

湯浅 真人*I

伊豆 ・ 小笠原 弧 の海 底に は，譱 性 火|11噴儁 物 を主 体 とする 海底 火Ill# か数 多( 存在 する． こ

れ らの悔 山lj. 逢 形． 山剛 こ起 囚 する庭 気 異忠 ・・ 力興 業の 特徴 及び ドレ・ シに よ り大甄 の軽

石 か採 取 され てぃ るこ とか ら． 海底 で形 成 され た 火砂丘{ 軽 石丘j である と考 えら れた． その

なか で も典型 的 な 火砕 丘の 形憊 を 示す のが司|抻di.liであ る．｢ しん かい20 ㈲XEこよる潜 岐飼 査の

ｅ・ ，巾 奐火 口丘 及ぴ カル デ ラ甓 下部( 湎1900njJ 深) が． 恕 定 され たよ うな軽石 層で はな く

iSS か ら なる とい うこ とがI旧らかに な･, た ．こ れ より上 部 では，水 諤哨S90m の 項上 部ま で厚 さ

300m を屈 える 軽石 瓠 か堆 禎し てい た．す なわち，|りj神晦 』11j当li 予恕 し た よう な全休ヵ噸l石 か

らな る 大 帥丘 では なく ．下 部lj 諮i･1渣 ない し溜l･2ド ーム から なる 大山体 が先に 存 在し． その 筏

で軽 石を 噴 出 する 沾赫 か 生 匕厚 い軽 石 赳が 堆航 し た もの であ る．

キーワード；伊豆・小笠原弧　海底火血　軽石　 カルデラ. 流腔¥:

Submersible  Study of Myojin Knoll, Northern  Part of

Izu-Ogasawara  Arc  (#555)

Makoto  Yuasa"5

Many  caldera  volcanoc  ocau  m  die northern  i>ari of  ilic Un-Ogasaw  nra Aic.  Th ≪e

submarine  ral<lei as produced  a large  amount  of pmni<,e  and  diow  high  cravit) anomalies

in  tlic central  part  alonjr  with  small  amplitude  of magnetic  anomalies  on  the  volcanic

edifico. They  have  c≫f≫≪c|iuva1≪ut in (he  usual classification ofon-UndcaldeiMbymany

authors  Etsewiiere  I prupo ≪≪d  that the submarine  caldei as avocialcd  witlx nunticc in the

ai<  were  pumice  cone*  which  were  difficult to have  formed  under  subaerial  condition*  but

easy  under  subaqueous  conditions.

The  Myojin  Knoll  is onu  of the  typical munice  cone*  in the arc. If  is located Between

Aogashinw  Waiwl  and  Myojinsho  Hoof.  Rccent  suljmei-siUle Mudy  by  Shlnkai  2000"

･how*  ritat the  knoll  is const  iu<tctl main  I) of  strati lied pumice  deposits  atui onrterlyiaiK

rii>olitic lava. The  eruption  mirier  th≪ <teep water  conditions  caused  the  deposition  of

pumice  n≪≫r the  oat?'.  *11k≫ repetition  i>f ≪uoh  cnnnion*  foimod  the  submarine  immice

volcano  ' ＼c≫d ＼olcani*ni  undei  su1n≫<juoou> condition*. in the- lunthcrn  part  of  tlu1 arc
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formed  the pumice  volcanoes with caldcras.

Keywords  : 1/a-OgaMwara  Are, Submarine  volcano. Pumice  coii≪. Calctera, Kbyolue

１．は じ め に

伊Ｍ・小笠ｉ 蒐の火山フロントである七鳥一硫黄島詢

巌は，北端部の伊豆大鳥から火山列鳥最南増の南硫黄島

に至る．海底火山を含む第四紀火山列で示される．この

海嶺は，南硫黄鳥南方の海臨活大山である廁日吉海山，

ll光 海山等をへてマリアナ海嶺へと綾いていく．これら

の火山鳥及び海庭大山列は，伊豆一小笠原海溝にほぼ並

行して，ｉ(縲状に南北に追っている4111) ．

伊il ・ 小笠原彊は従来，主として玄武Ｓ 貿火山ｇ から

なる湶成黙な島弧と考えられてきた( 例 えぱ, Aramaki

and Ui. 1978; Miyashiro* 1974). 逝 年，地爽調査所，

海上保安庁水路匍．海洋科学技術センター，大掌等によ

り海庭地形・圸賀嗣宣が実施され，七鳥一陂飲鳥海幽の

海ａには酸性火lj】むからなる大山が数多く存在すること

が剛らかとなり，注口された{ 大 島ほか.1981: ・ 翁ほ

か，1983: 湯浅･村 上. 1985: 村 上･石 原，1985 ；Ｙｕａｓａ

図 １　伊 り.・小笠 原 弧 の 火 山 島・海 底 大|||の 分 布 と

JIJ』神海｢i.の位 置

fib.  I Distribution of s ｕl〉ｍａrｊｎｅ volcanoes on

the volcanic front Qf the l/u-Ofiasawara

Ａｎごand locality of (he Ｍy りjill KI･oil.

et al.｡1991) 。 こ れらの酸俾火山ｇ を噴小してい る海底

火山は，蒭 詭妁にカルデラ地形を怦っており，特に七島

一硫黄鳥海嶷北部では。八丈鳥北方の倡瀬, 青ヶ鳥東方。

嚮ヶ島－jljl神哂閥，スミス鳥北方及び南方等にカルデラ

地形が存在する。カルデラ地形は七島一硫黄島海嶺北部

の伊豆大島と孀婦宕構造編 ｛湯浅・村上. 1935) との閼

の16 火111の うち，贐上火山 も含めて実に10 火 山に認めら

れる。カルデラ出現凖は仞％を超し，鈴木（1977 ）か示

した全島弧における平均出現 率2e％ に比べ典･ｓ に高い。

一方七ａ 一疏黄島海倣I では，カルデラ地形をfllうの

はわずかに海形海11jのみ である。この海形カルデラ も北

畠の海底カルデラか岐徃火山ｓ をfr つているのに刈し，

ここでは安11』岩，玄武岩からなるとい う違いかある。 七

鴟一敬賞島海嶺北部における酸性 火山むを噴出したカル

デラの存在は，伊31 ・小笠la 弧 の南北の違いを際だたせ

ている１つの饗素となっている（跼i戈，1991a ）。

＊ 稿は，」;記 海底カルデラの１つであ るillケ 鳥－Iり|抻

懲|:ljの司呻II海 丘 を対象とした，「しんかい200aJ に よる111

初 の 観察結果を取 りまとめた６のである。内容につい て

は，すでに平戚３年度鄒８同しんかいシンポジウムでsI

表 廴た（湯浅，1991b ）｡

２．潜肌飼査の目的

iii頭 で述ぺた，伊豆・小笠原弧北部の酸性火山冫:を噴

出している海雌カルデラについて，晦ljlの 形 妲，|||休に

起因する磯気與常 一爪力哭常の特徴及びドレ･。ジにより

大量の軽石か保取 されていること等をj91111に ，渇i戈・村

上(IS9) ，Ｙｕａsａｅtal.{}99n は ，これらを海底で形成

さj1 た火畤ri.{ 軽 石 丘} であると考えた。海底地質調査

の際にドレ･。シなどで軽石か探取されると，それらは17

遊 してきた鳧地性のらのと考えられることか多かった。

しかし.i 祕底から採収された特 災な郷愁を示す軽石につ

いて，それか海底で噴出Ｌた現地性の軒石であ るとした

報1';もあ る 廖』えぱＫａt０，1987 に よるwoody  pumice) 。

ま た. Whitham and Sparks Ｏ匏6}lj 加 塾 した軽ｲi を

ホ･llに沈 める実駿を行い｡70a' Ｃに 然した場fl は まj10.2

g/ｅｌｆの軽石でさえホIllに 沈 むこ とを示した。こ の実験

は，海底で哨出した軽石か海liiを 浮遊して放赦すること

なく。その場に沈禎する･･f能性 かあることを暗 示してい

る，陸l に おける耗ｲi喰 出は通忿の場合λ壌発を件うた
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め．放出された幡石は遠方まで登眥し，ス＝･り ア哩肚sに

滯う↓ うな 大砕丘を形成することは餮しい とされてｓlる

{守１.19 ＆l}が ．聳水中の噴出では海水 七曜石との密度

慾か少なｓlこ と，及び海水の粘性の ため空訊中におlt る

ような飛li蹈 離 は1!iら れず，浮遷による欣置かなけれぱ

哦出 口の箴 磅に堆4jiすることが期待される．その鳩合．

澎盧される火山体の鏐鏈として|ま． 通滄の火口に北ぺ径

の大きい大口を愕ｉ 火砕丘様の 右4りを想定することがで

きる．火山地形よ ．このよｊな形態の ものはカルデラと

呼ぷことができるが{驚 貎.}96 啣 ．陸上にil ら れ るカル

デラ大|||の形 態とは異なｰつた特徹を示している．図21 こ

陸上及.ぴili底 の カルデラ大山の塵径・比肖を瓧校して示

した．両者の閨の明瞭なａいは．籌底カルデラ火山の方

か比ａ が大きいｊ!である．これは1･ 記のような放出御の

飛飮1Ji離 の遣いのみならず．水中では空気中に比ぺ||亅体

芻廁の安息角が大き1w こ と，及び蕎水の逐剱による影響

を受けない程度の詆度では侵食作jl か弱ｓlこ とを示して

いるのであろ う．伊li･ 小 笠 原彊の*ll|7 ロ ン１上には．

同楊の秡置をもつ海山が歙多くならんでいる{ 鰔ｌ} ．こ

11 らのカルデラ淘山 辟のなかでも．典型的な火碍丘の形

望を示すのが|･|神 誨_FIであ る. 今 回の沿航ａ唸 の|;|的fj.

擂氤 月象としている･ll剩I海 丘が．想定されたようなカル

Ｂａsaldiallleler ｛km ｝

M 2　1JtltX ・ ･|ヽ 笠 原 弧 の カ ル デ ラ11111 と 随｡|･｡の カyレ

デ ラJciliA ぴ 甲 成 火ll l と のｌ 驤 比 較 。 編 軸 に

比 鳥 ｛ｍ ｝、 讚 仙 に 底'{f. gkm ） を と-j た 。 陸lt

の 火||| の ブ ロ ーyHj 守 嵋 ｛19831 に よ る 。9’ぴ･

小 笠 原 弧 の チ ー タ(JYuasactal.  <199)1 に よ る

Ｆｉｇ. ２ Comparison bcl､､･elll lgrr611･ial alld ｓｕll･

marine caldel･ ａ v｡killoes Ｄａｌａ ｌｏｌ･lel･Ｒ ｓ･

trial caldel･ ｌs: Moriya ｛19831. ｓｕljlllarille

caldel･15 0f lx ｕ-｛￥asawar ａ ＡＩｌｃ: Ｙ ｕａｓａ ｅｌ

ａ１.119911.
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デラ地形を怦う軽石丘であることの確認である．

３．明神海丘について

明神梅丘は伊豆・小笠11 弧の火山フロントである七島

一硫黄ａ漉戦上にあり，脅ヶ島の両南東, 釣38km に 腟 置

する高まりである( 図 ｎ ．山体は底径22km ｘ18.5km ，

比 麕950m で. 七 鳥一硫黄鳥海織上の海山 としては小型で

あり．中心部にカルデラを伴っている{図３}．カルデラ

外鴨山山項の水深は600 －700m で比 鮫的凹凸は少ない

が. 西・ 外仙山上に水深361m を 示 すピークがある．カル

デラ緑lj 直径６～７ｋｍの束ｉ にわずかにのぴた膾円形

を示す．カルデラ底の水深は1. 昶0 －1.100m ， 直径は５

～６ｋｍ, カルデラのレII 一 フは700 ～900m, カ ル デラ壁

の傾斜は2c －30'とｌｉ疉である．カルデラ底中央部にはｌ

径２ｋｍ，此高260m 程 度の中央火口丘がある．シングル

チャンネルの音波探査断面4 図ｎ では．カルデラ墅に

は成層した堆積層が露出している( 村 上・石原.19s51.

明 神海丘の地球物取学的性貲については．村上 一石順

Ｍ ３　１･|抻 誨 丘の 地・ とｒし ん かい2100 亅譛 航 凋 龕の 航

跡 及 ぴ 試料 採取 地j11. 試 科 番 号 ｜－ ８ はS585-1

－SE こ対応1. でい る．ｌ 及ぴ Ｓの1を凶 は 。それ ぞ

れＱ 詢の 翦 底 旭 点 とj14後 の 離 民丿止点 に|ii|じ.

DG3&  D639F2*  1 で ４ し た 献 料 の 採 永 地 点

(Yuasa alld Kohara. 1992: 夲榊 航 渭 韲 とlj 別

の 調 ＆ に よ るI

Fig.3 S ｕblliarille l'elief 01 Myojin 1111011alld sllb･

･leIIsible 11･ack with simplil 坿 ｓitｅｔ N11111･

ｂｅ５ 】loScorl で■spond lo ｓa111pla ぢ555-110

＆Salllp 】illgｓilぞslal ●dSar ｌａＵｈｅｌｉrｓI 'e11

b･11･lll“11｡1111andlhclaslIIQ11bQUoI ．'ｐｏｉｎ【，

respectively.  D638 and I χSg are lhe pr ｅ丶･i･

ｕｌs 911111111g ｓiles 。| 丶･11asＲ and Nchnra

119 兜 】olltheolhel･ cl･ｕiｓｅ. Co111りnr illlel･ｖal:

1110111，

.･扣 「



(1985) ，lｓlliharｌ ａｌｄＹａｍａｚaki(1991) 及 ぴ ＹＩ加lazaki

etal,11991H こよ り 疸 磁 力 調 査 の 結 果 か報 告 さ れ てい る．

そ れ に よ る と， 本 海 丘 の 磁 気 的 性 質 は 大 賣 弱 く ， ま た 重

力凋 窓ｌ か ら は 中 央 部 にjE の 興 業 が 認 め ら れ てい る ．

山 体 を 誚 峻 す る 岩 石 と し て ． 從 皋 の 飼 責 で 得 られ て い

るの は 洫 紋 岩 賢 の 軽 石 ． 石 灰 賀 岩 及 ぴ ご く 少 皿 の 安 山 岩

賢 岩 で あ る ． Ｓ 鰉ｇ 賢 軽 石 は 斑 品鉱 物 と し て斜 長 石 ． 単

斜 輝 石 ， 斜 方 嘩 石 ， ま れ に 角 閃 石 を 含 む{ Ｙｕａsa 匐ld

N01a ｒａ,1992}. こ の 軽 石 は 化 学 組 成 上, 本 梅 域 の ほ か の

火11』か ら 得 ら れ て い る酷 忖 宕 の 中 でlj ，SiO2 仁 富 みK,0

に 乏 し い とい 弓 特 徴 かあ る( 濃 １， 図 ５) ．

４．潜水僵からの諷粛縊蜃

潜航飼査はL991 年 ７爿４ｎに実施 された．濳冰艢に

1ま．潜航臺：核鴦利明，壑価士：鈴木晋一．観察者：裂

筏の３名が乗飴Ｌた．爾壼|ま●央大口丘扇ｓ 及７１１側カ

ルデラ鷽Ｔ 一.|こ部にてliわ れ．カルデラ底及ぴカルデラ

壁基底部につい ては渺航時1･1の 制 約から贇蜀|を?7 略 し

た．潜綻覩竄ルー・1こi}う71q乖変 齔及び試料Is湶 僮覦を

圜６に示した．以'ドに翊 司を盈９ て椶ｓjl 梟を遙ぺる．

,･がμ

表 ｌ 明 神 海 丘 か ら 採 取 さ れ た 沌 杖 岩 質 軽 石 の 化 学

机 成( Ｙu ａｓａ ａｎｄ Nohara, 1992). 採 取 位 ・

は 図 ３ に 示 し た.

Table ｌ ＣｈｅｍｉｃａｌｃＱｍ ｐＱｓilio,lｓ ol rｈyol 汨 ｃ ｐｕｍ-

ice dredged from ｌｈｅ Myojin Knoll

(Ｙｕａsａ ａＴｌｄ Nohara, 1992).  Samp 】ｉｎｇ

localities  (DG38 and D639) ａrｅ sho ｗn ill

Fig.3.

図 ４ 明 神 海 丘.力 斤波探 査断 面図( 村ll 一衣 原.1985) ．3206' Ｎ をji る 呶 内断 山 ． 皈 軸 は

往 復 産時( 杪)

FigJSillg 】ｅ･ｃｈａｎｎｅｌ sci&niic ｐrolihgr 心ol･d a 】ｏｎｇ ３２'06'N o  Iい ｈｃ Myojin Knoll

1M ｕrjkami alld I ｓ111hara. 1985J.
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Ｍ ５　 伊 皿 ・ 小 笠 厄 価 北 部 の 海 底 カ ル デ ラ 及 ぴ 八 丈

島 の 蔵 性 火 山 ｇ り 化 学 組 皮(Sj01-K201 創) 。

デ ー タ は 大 室 だ 廴 ： 粢 窓 ほ かU983) ， 八 丈

島 ： 一 色{}989) ，ll 神 巵 ： 諏 訪(1963) ， 森 本

(1951) ，そ の 他: Ｙｌｌs ａａｌｌｄ ＮＱｂａrａ(1992) に

よ る。 実 線!jGillC1qSU に よ り 安11j 岩 に つ い

て 引 か れ たmedium-It とIo ｗ-Ｋ と の 境 界

繃 ． Ｃ は ヵl レデ ラ の 略 号 と し て 段 用

Ｆｉｇ.5 SiO,-KsO diagram ｏｆ acid volcanic rocks

fｒｃｌｎ 卯blllar ｉｌｅ catdera ｖoIcalt ｏｅs and

l･ｌａｃ】Iiijojinia lｓ ０１､ｕｒｏｄａｓＭ: Harnuro ｅｌ

ａｌ.(| 銘 匐 ，)lachijojima; ISShili (1959) ，

Myojinsbo Reef:: S41wa 0983) ａｎｄ Ｍ ｏｒ･

jliolo{19Si}.olher submarine volcanoes

{Ｃ: calder ａ}: Ｔｕａｓl and N φ ｉra 0992) ，

Solid line is a lys･rtdary between medium-

and  low-K ａｎｄｅｓileｓ ｂy Gin  (1961).

Ｍ ６ 潜 航 綢 立 航 跡 と 水 深 、試 料 採 取 位・ ．途 中 の ○

印 は ト ラ ン ス ポ ン ダ ー 航 法 に よ り 決 め ら れ た

｢ し ん か い2000 」 の 位 置 ． カ ル デ ラ 底 上 通 適 時

｢ま．「 し ん か い2000｣ の 深 度 は 海 底 面 上1 ㈲ ｍ 程

度 に 保 ち 、海 底 の 観 察 は 行 つ て い な い ．カ ル テ

ラ 檗 亠 で の 篠 岩 と 軽 石 層 と の 楹 定 境 林 を 太 破

線 で 示 し た

Fig､6　Sal 叩1111glocat1011 ｓａｎｄ ｗａtｅｒｄｅｐthalong

thes ｕｂｍｅrｓiblelr ａｃｋ.(Al ｓ口r ｅｆｃr to Fig.

3)  Small circlc ｓ show t ｈｅ position det ｅr-

ｍｉｎｃｄ by the transponder  navigation sy を

tｅｍ 、　Ｅｓlimat ｅｄ ｂｏｕlldiry bet ｗｅｅｎ ｌｈｅ

pumice 】ayer  and lhe la ｖａ on ｌ}１ｅ ｃａｌｄｅrａ

wal 】is showll by ａ thick broken line.

川 中央火|:|丘の 観察

09:05 譛 水船へ乗船.

09:35 11 弛丿頡】始.

】0:16 中 央 大|:|丘頃 郎の荊什近に着底．着底点付近に

ljブ ロック駄の岩塊が分布していた(1.120m). 海

水 に接 している岩石裘iiiは.'II!色陂貘に覆われ瞭 色

をしている ものの，堆積物に埋61 ｔてい た部分は

そのような 妓膜はなく， 鳶最感のある暗灰色の溶

i･2塊( 試lls555-I) であ った。

II:15 中 央 火|,|丘111郤へJalけ芻illiを航 走.ji 担に 達し

た(1.065ml 。尾根.Ｅには平坦郎があり，海底は鄒

分的に明rl 色 となｰ, てい て．変17L た堆 積物 と考

えられた(写 真１)． 堆積物を探収する道11 をlll卮

し ていなかったためサンプIJ ングはできなかった

が．マニピ スレーターの光で海喋を搨り返してみ

たところ．粘 着性の娩積狗である．おそらく熟水

性の変質を受けていると考えられる．刈11･にfi.

流 理構造を もつ[り墮人の軽石のブロ･フタか認めら

れるが.海 底を広く鏨うような分iiは していない.

]I:30 頂 加 へlfl】かり てさらに斜liiをljl･ す る と．･|･臾

火i I fr.の 外 川に・li す る たまねぎ状の節理が発達

した溶7: か琳出 している．

中央火1】丘においては，軽石は海底表面に鎮座したも

の以外には認められなかった．綬遙寸るような．カルデ

ラｌ｣･ｊ; に 大11 に枕積している中礇サイズの畦石は.ll･

央 火|:|丘上には全くみられなかった.

{23 カル デラ甓の観察

巾央火j.lllの 観察を終了した後，カルデラ底に着地す

ることなしに海ａ・ 上100m 程 度の高さをISS しな がら，

カルデラ畩に向かって航走した.

12:23  *l £l.334mf ヽ|･近 でカルデラ壁の'F 郤11 而に た

どり罸いた. カルデラ底の水深かlj0011 程 度なの

で.ここはカルデラ壁基底部に近い位・ にあたる．

傾斜lj 煢l; 郤に 北べ綏くなっていて．繼粒の坩瞶

物に蹤われている．表lniには 軽石の転石は認めら

れず.jﾋ蛟 的 スムーズな堆積物のTiliを 示している．

12:37 水iil.250111ft近 で溶;'1の鰍 頭に到漣{ 写 真21.

こ れej 全而露ii ではなく．戳111の琳 岩とそのll を

臧う堆積物か ステ７プ我に纖り返している．溶岩

にljlll夾大1111.とlii】様の露洳滷 に後行するなまね

ぎ我の笳jllか 発達し．場所によｰ, てはこれに|瓦夊

する|剛11し た311れ|| か 認められる．露頭ill:ドの転

石は湾1111rliのあ る，片状に刈jl た;'μ11･となｰ, てい

る．マニヒ・ レーダーにより塊状の試科をIS 水 廴



15:17 海底を離脱した。

５．探取 廴た岩石試料の記載

ｓ 航同査中に採取 された岩石はいずれも酸性火ljl岩で

ある．略 色をした･11－塩 基性 と思jンれた岩石 も，破砕し

たiliは 白 色であり破性火山 岩であった．表ｌに示したよ

うに，これまでにこの海丘から採取 されている酸性 火|||

岩 はsioI 含有量70 ％以Ｊ.の流敖岩質のらのであ り．斑 晶

麓物組み合わせ ＆同一であることから，これら も波紋岩

として以下に筒単に記載する．

跖55-1 : 含 角1司石石莢斜方暉石単斜輝石流紋公賢穃ｓ

糢胥灰色のむ石で，最径1 ―2  mm の 蒭 最石斑,:XIかr21

色の 点となって畝在する．わずかに気泡か認めらj1 る．

筵下では．斑 晶とＬで少量の讀緑褐色啓油角閃石，斜 方

師石，jll斜 陣石，斜長石，石英【融食されている】，鉄鉱

が認められる．石基は無色透明のガ ラスと針獸の斜長石

からなるハイアロピリテ４ツタ翩龝 を示す。

s555-2 ，-3: 変質した波紋岩質溶岩

洌曲した片状のｓ 片で，脱色したような白色をしてい

る．斑品として斜長石，石英と少量の鉄鉱か認められる．

蝉石の仮象はある ものの．苦釵貿鉱物はまったく覡って

いない．砧土化を受け ているが．もと1ま政敏岩賀の諂112

であ ろう．

鳥55-1: 含 角閃石石英涓 方輝石旱涓輝石流紋Q';霖 軽 石

軽石とい うこ とができる程度に多孔質な，FI 色の岩石

である．斑111,鉱 鞠 の岨み台わせは*555-1 とI≫l様 である．

石鵬は流呪のあるガラス貿で．発泡している．気胞は波

哩に消って引き廷ばされていることが多い.

s555-5.-6.-7.-8 ； 斜 方輝石単斜輝石波紋il?貿 軽 石

s55s 一劇こ比べ発泡暖か鳥く，一部繊維賢になっている

軽石である．斑,;:,量は 少ない．気池の大きさは不均貿で，

石恭のガラス･11にlj 針状 篩jl 石の ほか，徴肺|な 結品か含

まれ．渭嶝でない．

６，潜航笳果の考察

今li!]の潜航調査で1111ら かになIPjl 初 のf 耄!と哭な９て

い たのは，･II夷火||rR 及ぴ カルデラ繋ド部{ 水 深900m  J-l

渫} が ．想定されたような軽石肋ではなく沸冫;からなる

とい うことであった．カルデラ底(|.400m) 蔬ぴカルデ

ラ壁最F 郤にりい ては観察を行っていないか．潛水船か

ら杖認 することの できた最深ttl.334mtt 近 は 露y: の 棣

f･から 濡ｎ と考えられ．堆積物に よりlj ）れている,11靤

件 はあるものの, お そらくカルデラ煢ｕ 水深9 ㈲ml･j･逅 か

らjli l゙齠 ま で隋¥: が 分jJIするのであろう，これ よ･||; 部

ようと試みたか，片状に割れてしまい，塊状の試

科は採取されなかった．Ｓ石は流紋冫;貿 溶ｓ で，

変質して明白色になっている{ 駄料妬s5-2 ，3}．

これより上部は再び堆積物に覆われ露岩は認めら

れないが,時 に片状の転石か兄られることがある．

これは形態か前述の溶岩片と類似していることか

ら同質の岩石と思われるが，後述するようにカル

デラ壁上部に大量の軽石堆積物が存在するのに も

かかわらず．下部斜面の堆積物上に軽石の転石が

見られないことは111央 火口丘上と同様，著しく特

鐓的である{ 写真3} ．

13:el 水深l,110m 付近 でまた岩盤地帯に達した. 海 水

sllに 露 出する湎は略色であるか，マ＝ピ・ レー

ターをつかって割って兒ると，破断而は明自色で

ある. 試料は採取していないが, 割 れ方, マニピａ

レーダーからの宕片の罵下の仕 方は，壁の'F位 で

兄たような比鮟約密度の高い穃ａ 片ではなく，輕

石であることを示している･ 1.059m で試 柊探収(ま

555-1).

13:29 1,029m 付 近 から堆積勧上に大嚶サイズの転石 ．

が増加し始めた．壁の上方を筏認できないので畷

の山米を確かめることは できないが，一部は霍拉

な角飃からなるｌ 饋のようである．

水深900m 付近 より上位では角罷のサ イズは小

さくなり，ql璢 サイズの角囎を主体とする刔がカ

ルデラ塰 その ものを構成するようにな る{ 写 真

4}. 畷 の;･:貲はr亅色の但石であることが潜水船内

より杖認できた．これより上部では，カルデラ甓

は大量の軽石屬からなるようになり，驟の粒吹は

･11膿程 度の大きさで比較的そろっているが， とこ

ろ どころに 大 嘔 サ イズの 角喫が 合 ま れる4s

555-5 ，6 採 以)． この厚い軽石刎lllには ，層理而

や地層境界のような不連続而は観察されず，壁の

一部がところどころで勧れ･jヽ さな 雌讀をつくって

いるほかは．構造の変化はない(s555-? 採収) ．こ

のような軽石層からなる1瓷は水深650m 付近 まで

絞く．

今Ill】の潜水調I慳により登噴を行ったカルデラ外輪|||頂

部の水深は約5 詞ｍであるが，外鰛111項 鄒|酊ドの水深65a

m 付近 より11 で成 層磚造の見える剱石刎{ 写 真５ｊの存在

が認められたcs555- 詞採取} ．外幡llltfは軽 衣層か形成す

る･li坦 爾 であ り. ift径 Ｉ ～２ｍに連 する巨 人な軽ｲi ブ

ローyク か･ﾄﾞja面 上に点在している，

a  i-の 観察の後.｢しん かい20 呻J は調政li 鵐を終 ｆし．

JＡＭＳＴＥＣ Ｊ.Ｄ●●pSla 詞ｅｓ..11 119951



では溶岩流 との直瞿の詞係は繭認できなかったか，水深

約5qam の 項上部まで厚 さ300m を 超 える・ 石附が堆積し

てい た．すなわち，明神海丘は当初干恕したような全体

が軽石からなる火砕丘ではな く．下部は穃Ｓ流ないし幡

岩ドームからなる火山体が先に存在し，その緕で嘔石を

唄ljlす る活動か生じ厚い軽石尨が堆積した ものである．

山体の形態から見て，軽石觸はカルデラ甓から据の方向

へ1;11か っ て嚶厚を減じていると考えられ，保取 及ぴ観察

された軽石に も水磨 された形跡がないこ とから，浮遊し

てきたものがここに選択的に比禎したのではなく裂地性

の軽石の堆積があったと判断できる．さらに．軽石畷は

比較的淘汰がよくlll嗜 サ イズに そろっていることから，

大111の軽 石が･螟出口から軽石波 としてあふれ出 たもので

はなく，い ったんは水中に喰き上がりその後陣下し堆積

した ものといえよう．

一方，･11央 火口丘の存在は，もともと僅石の沈稙によ

る商まりとは考えにくく．軽石.丘形成 というqi 初のシナ

りオにとってi:接 的な|剌連性が明瞭でな かったが，これ

が瀉i'?ド ー 厶であ リ，カルデラ碧に厚く堆積している中

瓔サ イズの軽石がドーム上にまったく見られないこ とか

ら，カルデラを形成した軽そ洌X.III･の 後 でカルデラ鷹｣ こに

彫成されたもの と考えられる．

７．ま　 と め

j･】抻海 箟における齡航調査により，軽石を主体とする

タイプの海底火111が 観察され．海底における酸性*1ll の

形 成過鉛が歐認された．

|･l抻海 丘の形成 史は以'ドのようにまとめられる。

ｍ 海庭に．汝歙i‘1質の溶冫‘2ド ームないし溶i･;漉 を 主

休 とする火|||【比 高500m を趨 える】が形|瓮された.

921 軽 石 を畷出する借 覧的噴火活動が起こり，大型の

火||を 炮した．噴出 した軽41 は1啅 赭:|の うちに火|.|周辺

に堆積し，カルデラ状のII!]地 を 伴弓火昨丘橡の高まりを

ｌ 成した.

431 カ ル デラ底上に 険カルデラ大|| 丘か形成された．

だき，ご助言をいただいた。澄航目的・地点の決定は，

地賢調査所海洋地質部の伊豆・小笠原海敏調査グループ

の方々とともに行った胃査・研究結果に基づいている。

以上の方々に厚く惑齎いたします。
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